
















































































されている 。ＧＶＲＤ，フレーザー・ バレー サンシャイン ・コースト ，スコーミッ シューリルエ

















１９８１ １９８６ １９９１ １９９６
８１－ ９６
ＢＣ州合計 ２， ７４５ ２， ８８３ ３， ２８２ ３， ７２５ ３５ ．７
ノ、ンクーノざ一広域行政区計 １， ２６８ １， ３８１ １， ６０３ １， ８３２ ４４ ．５
２０ｋｍ圏 Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ ４１４ ４３１ ４７２ ５１４ ２４ ．２
Ｂ岨ｎａｂｙ １３７ １４５ １５９ １７９ ３０ ．７
Ｎｅｗ　Ｗｅｓｔｍｈｓｔｅｒ ３９ ４０ ４４ ４９ ２５ ．６
Ｎｏｒｔｈ　Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ ９９ １０４ １１３ １２１ ２２ ．２
Ｐｏｒｔ　Ｍｏｏｄｙ １５ １６ １８ ２１ ４０ ．Ｏ
Ｒｉｃｈｍｏｎｄ ９６ １０８ １２７ １４９ ５５ ．２
Ｗｅｓｔ　Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ ３６ ３６ ３９ ４１ １３ ．９
３０ｋｍ圏 Ｃｏｑｕｉｔｌａｍ ６１ ６９ ８４ １０２ ６７ ．２
Ｄｅ１ｔａ ７５ ８０ ８９ ９５ ２６ ．７
Ｐｏ・ｔ　Ｃｏｑｕｉｔ１ａｍ ２８ ２９ ３７ ４７ ６７ ．９
Ｓ岨ｅｙ １４７ １８１ ２４５ ３０４ １０６ ．８
５０ｋｍ圏 Ｌａｎｇｌｅｙ ６０ ７０ ８６ １０３ ７１ ．７
Ｍａｐ１ｅ　Ｒｉｄｇｅ ３２ ３６ ４８ ５６ ７５ ．０
Ｐｉｔｔ　Ｍｅａｄｏｗｓ ６ ８ １１ １３ １１６ ．７


































農場数 農場面積 農産物販売額（１０００ｈａ） （１００万ドル） 農場数 農場面積 販売額
ＢＣ州合計 ２１ ，８３５ ２， ５２９ １， ８３９ １００ ．０ １００ ．０ １００ ．０
ロワーメインランド ６， ６７１ １１０ １， ０４４ ３０ ．６ ４．３ ５６ ．８
うちＧＶＲＤ ３， ４６４ ４０ ４９８ １５ ．９ １． ６ ２７ ．１
フレーザーバレー ２， ９７７ ５４ ５３５ １３ ．６ ２． １ ２９ ．１
バンクーバー島 ２， ９９２ ５７ １４６ １３ ．７ ２． ３ ７． ９
オカナガン ５， ９３３ ５９９ ３５７ ２７ ．２ ２３ ．７ １９ ．４
クートネー １， ４２５ １５２ ５３ ６． ５ ６．０ ２． ９
カリブー １， ７９９ ５２２ ９１ ８． ２ ２０ ．６ ４． ９


















小麦 ２． ６ ２． １ ０． ５
オーツ １． ９ １． ２ ０． ２
ジヤガイモ ６８ ．６ ５７ ．６ ３． ０
果樹 ６． ０ １． ７ ４． ０
イチゴ ・ブドウ類 ８２ ．１ ４２ ．Ｏ ４０ ．０
露地野莱 ７２ ．５ ３７ ．１ ３４ ．８
種苗 ６４ ．Ｏ ３４ ．６ ２８ ．４
温室面積 ７０ ．９ ５７ ．０ Ｏ． Ｏ
鶏 ７９ ．２ ２５ ．Ｏ ５３ ．３
七面鳥 ９３ ．５ ４３ ．８ ４９ ．６
乳牛 ６３ ．３ １２ ．５ ５０ ．７
豚 ７７ ．９ ７． ０ ７０ ．８
肉用牛 １２ ．５ ４． ６ ７． ２









露地野菜 セロリ ８８ ．５ ３． ８
パクチ ョイ ８７ ．１ ３． ５
豆類 ８１ ．２ ９． ５
レタス ７４ ．７ ６． ９
キャベツ ６８ ．５ ８． １
タマネギ ６３ ．５ １． ４
青ネギ ６３ ．２ １２ ．３
ニンジン ５７ ．４ ７． ９
ビート ５４ ．４ ８． ９
スクワ ッシュ ５０ ．８ １９ ．４
グリーンピー ４１ ．３ ５０ ．１
ホウレンソウ ３９ ．７ ３９ ．７
キュウリ ３０ ．６ ２８ ．６
スイートコーン ２４ ．９ ４１ ．８
イチゴ類 クランベリー ９１ ．６ Ｘ
ブルーベリー ６６ ．１ ３１ ．６
ストロベリー ２６ ．８ ５０ ．７
ラズベリー １３ ．６ ８１ ．５
温室 野菜 ６５ ．８ Ｘ
花卉 ６１ ．４ Ｘ












リ， パクチ ョイ（中国野菜），豆類，レタス，キャベッ，タマネギ，青ネギ，ニンジン，ビート ，












農場面積 作付面積 肥料支出 農薬支出 種苗購入
ＢＣ州合計 １１５ ．８ ２５ ．９ ２２ ．Ｏ ９． ２ １９ ．Ｏ
ロワーメインランド １６ ．５ ８．４ ２４１ ．６ ８２ ．９ ２９９ ．４
うちＧＶＲＤ １１ ．５ ６． ８ ３９９ ．４ １３９ ．９ ６４９ ．５
フレーザーバレー １８ ．３ １０ ．Ｏ １９０ ．６ ６１ ．１ １２６ ．７
バンクーバー島 １９ ．１ ６． ３ ７７ ．３ １７ ．６ ４８ ．９
オカナガン １０１ ．０ １２ ．８ １３ ．３ １２ ．７ １１ ．０
クートネー １０６ ．４ ２０ ．５ １３ ．４ ４． ７ １１ ．２
カリブー ２９０ ．Ｏ ４０ ．１ ７． ０ １． ５ ２． ８






ＢＣ州合計 ３． ７ ４． ６ ８． ３
ロワーメインランド ８． ２ ９． １ １７ ．３
うちＧＶＲＤ ６． ８ ５． ９ １２ ．７
フレーザーバレー １０ ．３ １３ ．２ ２３ ．５
バンクーバー島 ２． ６ ２． ５ ５． １
オカナガン １． ８ ２． ９ ４． ８
クートネー ０． ９ ２． ９ ３． ８
カリブー １． ３ １． ９ ３． ３






















農場数合計 酪農 肉牛 家禽 ・卵 穀　物
・ その他の
油糧種子 耕種作物 果実 野菜 特用作物
ＢＣ州合計 １００ ．Ｏ ６． ６ ２４ ．５ ５． １ ２． Ｏ ９． Ｏ １５ ．７ ３． ３ ２６ ．５
ロワーメインランド １００ ．Ｏ １１ ．８ １５ ．６ １０ ．２ Ｏ． ２ ４． ８ １３ ．４ ４． １ ３３ ．８
うちＧＶＲＤ １００ ．Ｏ ４． ８ １４ ．９ ７． ５ ０． ２ ５． ４ １２ ．４ ５． ２ ４４ ．Ｏ
フレー ザーバレー １ＯＯ ．Ｏ ２０ ．２ １６ ．４ １３ ．４ Ｏ． １ ３． ４ １４ ．９ ２． ４ ２２ ．６
バンクーバー島 １００ ．Ｏ ６． １ １８ ．５ ７． ７ Ｏ． ３ ４． ９ ９． ７ ４． ９ ３４ ．２
オカナガン １ＯＯ ．Ｏ ３． ４ ２０ ．６ ２． ３ Ｏ． ６ ７． ６ ３５ ．１ ３． ４ ２２ ．０
クートネー １００ ．Ｏ ４． ５ ３４ ．Ｏ ２． ８ １． ４ １１ ．８ ８． ３ ４． ３ ２４ ．３
カリブー １００ ．Ｏ ３． ７ ４８ ．７ １． ３ Ｏ． ５ １４ ．４ Ｏ． ６ １． Ｏ ２２ ．４
北部 １００ ．Ｏ ４． ３ ３９ ．Ｏ Ｏ． ５ １ユ ．５ ２０ ．４ Ｏ． ５ Ｏ． ７ １５ ．６
注）「農場の型」とは販売額が５０％以上を占める作目による分類である（販売額２５００ドル以上の農場が対象）。 農場数
　がごくわずかだった豚は省略した 。
資料）Ｓｔａｔｌｓｔ１ｃｓ　 Ｃａｎａｄａ，Ａｇｎｃｕｌｔ岨ａｌ 　Ｐｒｏ丘１ｅ　ｏｆ 　Ｂｒ１ｔ１ｓｈ　Ｃｏ１ｕｍｂ１ａ
　ＧＶＲＤについで単位面積当たりの投入が大きいのはフレーザー バレー で， バンクーバー島が
これに続いている。他方，州の中部 ・北部の諸地域では，農業投入財の支出額は少なく粗放的で
あることを示している 。



















































































保全すること ，　農場の創設 ・維持，農業目的にかなうＡＬＲの利用を促すこと ，　ＡＬＲの設














































ョナーによっ て構成されている。コミッ ショ ナーの定数は少なくとも５名で，任期は４年（再任
を妨げない），１９９７／９８年度は肉牛，果樹，花卉の生産者，土地利用計画の専門家，自治体代表な
どの７名のコミソ ショ ナーによっ て構成されていた（Ｐ・ｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔｕｒａ１ＬａｎｄＣｏｍｍｌ・・１ｏｎ ，
１９９８。：ｐｐ．５－６）。 コミッ ショ ナーのもとにおかれる事務局は，総務，調査，計画の３つのセクシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８００）
　　　　　　　　　　　バンクー バー都市圏の農業構造と農用地保全政策（松原）　　　　　　　　　１７７
ヨンから成り ，現在は総勢２８名のスタ ッフが従事している。調査セクシ ョンの主な仕事は，申請













　ＡＬＲの分布は地域によっ てかなり異なっ ている（表８）。 当初指定の４７２万ヘクタールのうち
５０％の２２６万ヘクタールが州北部に，３２％の１４９万ヘクタールが中央内陸部に集中していた。ロワ
ーメインランドは１８万ヘクタール余りでＡＬＲ全体の４％にすぎない。このうちＧＶＲＤのＡＬＲ
は５万８７８３ヘクタールとさらに小さく ，ＡＬＲ全体の１％弱であ った 。
　９７年１月現在のＧＶＲＤにおけるＡＬＲの面積を自治体別に示したのが表９である。バンクー
バー中心部から２０キロ 圏内には少なく ，リッ チモンドが２０キロ圏内に残された数少ない農用地区




















１１条（１）項 同構成比 １２条（１）項 同構成比
１９７４－９６ （％） １９７９－９６ （％）
除外面積計 ３００３ ．７ １００
．０ ６８４ ．４ １００ ．Ｏ
１－３級 １０２１ ．８ ３４
．０ ３８６ ．３ ５６ ．４
１－３級が５０％以上 ３２５ ．５ １０ ．８
３２ ．８ ４． ８
１－３級が５０％未満 ３９４ ．４ １３ ．１
６． ３ Ｏ． ９
４－７級 １２２４ ．３ ４０
．８ １９５ ．９ ２８ ．６
分類なし ３７ ．７
１． ３ ６３ ．１ ９． ２
一１ ＿＾、一’ ＾‘■．１ 此柵［１１ｒ八＾司言値〃、
＾＾一　　　　　一　■Ｈ　 －Ｉ　’’　，
農　　場　　数 農場面積（ｈ。）
１９８６ １９９６ 増　減 １９８６ １９９６ 増　減
２， ９６３ ３， ４６４ ５０１






３， ７５７ ３， ０１２ 一７４５
Ｒｉｃｈｍｏｎｄ
１９５ １８６ 一９
６， ８１４ ７， ５４４ ７３０
３０ｋｍ圏 Ｄｅ１ｔａ




８， ０８５ ８， ７０４ ６１９
Ｓ岨ｅｙ
１， ２５２ １， ５８４ ３３２ １３
，３２２ １３ ，３７２ ５０
５０ｋｍ圏 Ｌａｎｇｌｅｙ
２０９ ３３１ １２２
２， ２８２ １， ９４３ 一３３９
Ｍ・ｐ１・ Ｒｉｄｇ・
１７７ １７８ １ ２， ７０８ ３， ０７７
３６９
Ｐｉ廿Ｍｅａｄｏｗｓ






　　　するわけではない 。　　資料）Ｓ。、。ｉ、・ｉ。。 Ｃ…ｄ・， Ａ距１・・１・ｍ１Ｐ・・丘１・・ｆＢ・ｉ・ｉ・ｈＣ・１・ｍｂｉ・
。。年を比較すると ，・…全体では農場面積が・万・…ヘクタールから３万９６７６ヘクタールヘ
と増えていることが注目される 。リ １チモンドやメイルリ １ジでは農場面積が減っているカ、









































画・ 条例，　交通計画や農業インフラ ，　公園 ・レクリエーシ ョン計画，　農用地委員会への申
請， などに関して自治体に助言できる諮問機関である 。
　ＢＣ州ではたんに農用地を保全することだけでなく ，ＡＬＲ内の農用地の有効利用と農業振興
に向けて自治体やコミュニティの取り組み，計画づくりを支援し，促進することが重要な課題と
なっ ている。こうした新しい政策がどのような形で結実するのか，今後の動きを見守りたい 。
４． 結びに代えて一ＢＣ州農用地保全政策の特徴一
　これまで，バンクー バー都市圏における都市近郊型農業の特徴を明らかにし，農業生産基盤の
維持に重要な役割を果たしているＢＣ州の農用地保全政策を紹介してきた。最後に，ＢＣ州農用
地保全政策の特徴を整理して，結びに代えることにしよう 。
　第１に，ＢＣ州の農用地保全政策の最大の目的は農用地を保全することであり ，農用地所有者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０５）
　１８２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第５号）
の要件は問うていない。ＡＬＲ内の土地は農業目的で使用することが優先で，それ以外の目的の
使用は厳しく規制されている。利用規制から間接的に土地所有に影響を及ぼすものである。州農
用地委員会は農用地の売買や賃貸借についても関与していない 。
　第２に，ＡＬＲ設定の基準は農用地としての利用可能性を主とし，自治体の土地利用計画，土
地利用の現況，公聴会の意見を参考に設定している。農業利用を優先して設定したという点で ，
日本の農地利用区分のなかでは農振農用地区域がＡＬＲの機能にもっとも近いといえよう 。
　第３に，ＡＬＲの総面積は４７０万ヘクタールと ，現在の農場面積（２５３万ヘクタール）の２倍近く
をカバーしている。これは，とくに北部と中部で将来農地として利用可能性のある地域をＡＬＲ
として指定したためである。都市化が進み農用地の開発余地が少ないＧＶＲＤでもＡＬＲは５ ．５万
ヘクタールで，現行農場面積４万ヘクタールよりも大きく ，かなり広い区域に農用地保全の網が
かけられている。これは農用地保全政策の実効性を保障するうえできわめて重要なことである 。
　第４に，ＡＬＲからの土地の除外を許可するかどうかの基準は，農用地としての利用可能性が
主である。ただし，現実には優良農地であ ってもＡＬＲから除外されることがあり ，とくに
ＧＶＲＤでは優良農地がＡＬＲから除外された例が少なくない。農用地委員会の決定が必ずしも
農用地としての利用可能性を基準とするのではなく ，都市化の現実との妥協を余儀なくされた面
もあ ったことを示す 。
　第５に，にもかかわらず，ＡＬＲが農業目的以外の開発を厳しく規制し，農用地に対する優遇
税制と結びついて，ＧＶＲＤにおける農用地の保全に大きな役割を果たしてきたことは確かであ
る。 もし，農用地委員会とＡＬＲがなかったとしたら，ＧＶＲＤの農地は大きく減少し，農業経
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）営の存立基盤はいちじるしく損なわれていたであろう 。
　第６に，１９９４年の法改正以降，農用地委員会は自治体，広域行政区と協力して地域の農業振興
計画づくりに力を入れている。たんに農用地を保全するだけでなく ，そこでの家族農業経営の維
持・ 創設を支援し，農用地が有効に利用されることが重要である。今後の研究課題のひとつは ，
ＧＶＲＤのなかでこうした地域農業計画づくりに取り組んでいる事例を調査し，その現状と課題
を検討することである。また，小論でふれることのできなかったＧＶＲＤの地価動向や土地税制
との関わりについても今後の課題としたい 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
１）広域行政区（ｒｅｇ１ｏｎａ１ｄ１ｓｔｒｌｃｔ）とは区域内にいくつかの自治体（市，町，自治区）を含む行政体で
　あり ，独立の行政権を有している。ＢＣ州には２８の広域行政区がある。都市圏は行政単位ではなく ，
　経済，交通などで一定のまとまりをもつ圏域をさす。都市圏と広域行政区とは異なる概念であり必ず
　しも一致しないが，バンクーバー広域行政区の場合は，同都市圏とほぼ重なっ ているので本稿では同
　一のものとして使用する 。
２）カナダではケベッ ク州とニューファンドランド州においても同様の農用地保全区域が設定されてい
　る。その詳細の検討と ，ＢＣ州の農用地保全政策との比較は今後の研究課題である 。
３）カナダ土地資源台帳（ＣＬＩ）における農業可能性等級区分はつぎのとおりである。このうち１級か
　ら３級までが優良農地とされる 。
　　１級一ほとんどの作物の栽培ができる。土壌と気象条件が最適で管理が容易 。
　　２級一多くの作物の栽培ができる。土壌や気象に若干の制約がある場合でも管理に大きな支障はな
　　　　い 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０６）
ハンクーハー都市圏の農業構造と農用地保全政策（松原） １８３
　　３級一上手に管理すればまずまずの作物の栽培ができる。土壌と気象に一定の制約がある 。
　　４級一ごく限られた範囲の作物しか栽培できない。土壌と気象条件に特別の配慮を要する 。
　　５級一多年性牧草および特に適用可能な作物を栽培できる。土壌と気象条件が厳しく制約されてい
　　　　　る 。
　　６級一放牧地として利用できる。土壌や気象の制約のため耕作できない 。
　　７級一農業に適さない 。
　　（Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｒ１ｃｕ１ｔ皿ａ１Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ，１９９６　４ －３－２）
４）法令により ，ＡＬＲ内の土地に認められている非農業的利用には次のようなものがある 。
１）同じ農場で生産された農産物の貯蔵 ・販売
２）農産物の貯蔵 ・販売のための建物 ・施設の建設
３）家族用住居（１登記区画につき１ヶ 所）
４）樹木の刈り取りと植樹
５）生態系保全区域法による区域設定
６）野生動物の棲息区域保全
７）公園およびレクリエ ーシ ョン区域
８）養魚場
９）小規模な限定された高速道路 ・一般道 ・鉄道の用地
１０）砂利採取場の拡張，１１）堤防 ・ポンプ場の建設，１２）土地改良
５）
６）
７）
なお，これに関連して１９８８年から９１年までの期間に，州政府の政令により ，農用地委員会の審査 ・決
定を経ないでＡＬＲ内にゴルフコースの建設が認められた。全部で１８１件（８４００ヘクタール）の申請
があり ，州政府は８９件を認可した。これ以降，ゴルフコースの建設には農用地委員会の審査 ・認可が
泌要である（Ｐｒｏｖｍｃ１ａ１Ａｇｎｃｕｌｔ皿ａ１ＬａｎｄＣｏｍｍｌｓｓ１ｏｎ，１９９８ａ　ｐ２１）。
　これらの他に，農用地委員会の決定を不服とする場合に，州政府への直接申し立てによる除外（１３
条１項および１３条２項）が１９９３年まで行われていたが，９３年に廃止された 。
　ここで引用されている研究は，アー サー・ ネルソンがオレゴン州の事例を調査して，農用地の保全
と農業を支援する土地利用政策においてもっとも効果的な政策の組み合わせを論じたものである
（Ｎｅ１ｓｏｎ，Ａれｈｕｒ　Ｃ ，Ｐｒｅｓｅｍｍｇ　Ｆａｒｍ１ａｎｄ １ｎ　ｔｈｅ　ｆａｃｅ　ｏｆ　Ｕｒｂａｍｚａｔ１ｏｎ，ＡＰＡ　Ｊｏ肚ｎａ１１９９２，Ｐ４７２）。
　もちろんこれに対して開発サイドからは，ＡＬＲの設定は地価を押し上げる要因となっ たという批
判も出されている。これに対して農用地委員会は，ＡＬＲに指定されていない区域で未利用のままの
面積が多いこと ，また都市の拡大を管理することが必要であり ，都市を平面的に拡大することは交通
条件などからみて望ましくない，と反論している 。
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